
令和4年12月17日（土）10:00～17：00

兵庫自治学会総会
研究発表大会 

主催：兵庫自治学会 
※兵庫自治学会は兵庫県及び県内市町行政の振興と地域発展のため、行政・地域課題の解決に向けた政策形成能力向上や幅広いネットワークづくりを目指しています。 

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2 人と防災未来センター東館６階
（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構研究戦略センター内
TEL 078（262）5713   FAX 078（262）5122  E-mail : jichigakkai@dri.ne.jp   http://hapsa.net/  

テーマ：「ポストコロナ社会の働き方の変化について考える」
講　師：山田　久  （日本総合研究所副理事長） 

10:25～12:00 全体会　基調講演［教育棟 Ⅱ  101講義室］

13:30～17:00 分科会

〇　研究・専門分野
　　マクロ経済分析／経済政策／労働経済
〇　注力テーマ
　　新しい労働市場のグランドデザイン／
　　北欧モデルの日本への適用
〇　経歴
1987年  京都大学経済学部卒業、1987年  (株)住友銀行（現三井住友銀行）入行、
1991年  (社)日本経済研究センター出向、1993年  (株)日本総合研究所調査部出向、
2003年  法政大学大学院修士課程（経済学）修了、2011年 同 調査部長/チーフエコ
ノミスト、2012年  法政大学大学院イノベーションマネジメント研究科客員教授
（2015年から、同研究科兼任講師）、2015年 京都大学  博士（経済学）、2017年  日本
総合研究所  理事、2019年 日本総合研究所 副理事長、現在に至る

基 調 講 演

〈山田久氏プロフィール〉　新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、経
済活動のオンライン化が進み、テレワークが一般化す
るとともに、ネット経由で仕事を受注するギグワークが
広がった。
　それは働き方の可能性を広げる半面、フリーラン
スの不安定さやエッセンシャルワーカーの低処遇な
ど、新たな課題を浮き彫りにした。その実態を知ると
ともにこれからの働き方を考える。

10:00～10:15 総会　　［教育棟Ⅱ  101講義室］
※兵庫自治学会会員は総会から参加ください。

プログラム

　［教育棟 Ⅰ  各教室  等］裏面のとおり

裏面の参加申込書欄に必要事項記入の上、メール又はファックスでお申し込みください。
募集案内チラシは、自治学会ホームページでも入手できます。
なお、「総会」以外は、学会会員に限らず、どなたでも参加いただけます。  

申込方法

● FAX : 078（262）5122
● E-mail : jichigakkai@dri.ne.jp

申 込 先

兵庫県立大学　神戸商科キャンパス（神戸市西区学園西町8-2-1）

● URL:http://hapsa.net/
※台風等緊急に開催を中止するときは、学会ホームページ及びメールマガジンにより
　お知らせします。

ホームページ

日程

会場

令和4年12月17日（土）10:00～17：00

令和４年度

参加者募集
参 加 無 料

ポストコロナ社会の多様な働き方について考える

●山陽新幹線新神戸駅、JR・阪神・阪急三宮駅から神戸市地下鉄で約25分

会場案内図

ポストコロナ社会の多様な働き方について考える

兵庫自治学会総会
研究発表大会 



研究成果の発表の場として分科会を開催します。
各分科会とも出入りは自由で、参加者による意見交換の機会も設けています。分 科 会 の ご 案 内  13:30～17:00
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関西学院大学経済学部　上村ゼミ14期生
井上  夏綺、香川  大樹、清藤  梨々香、白石  真菜、高木  麻依、田坂  璃歩、冨永  珠里

兵庫県の産業の労働生産性とその向上施策のあり方

中小企業強靭化法を中心とした行政の支援及び企業間連携
兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科（紅谷昇平研究室）・修士課程
駒田  大地

3 兵庫県のゴム産業の競争力強化　－ゴムの強靭化の研究－
エチレンプロピレンジエンゴムのイオン架橋性樹脂による補強

兵庫県立工業技術センター、ラバーコンサルオフィス“ザルツ”
虫明  仁夢、本田  幸司、平瀬  龍二、塩山  勉

4 商店街活性化の必要性とその方法
関西学院大学経済学部  前田ゼミ
商店街活性化研究グループ（代表者　児島  直生人）

発表者所属・氏名又はグループ名 テーマ 番号
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加古川農業改良普及センター
福田  憲志 北播磨地域におけるPR活動を軸とした花壇苗産地活性化手法の開発

獣害対策における集落柵の効果・維持に関する研究

循環型農業の創造
－たつの市の地域資源活用によるグリーンアグリの追求－

同志社大学政策学部・田中  宏樹ゼミ
オーガニック農業チーム（代表　原  崇臣）
兵庫県立大学大学院環境人間学研究科環境人間専攻修士2年生
横佐古  優太

4 未利用魚（ハモ）を活用した高齢者用スープ開発による介護老人保健施設
等での栄養管理への効用について

高砂市産業振興課
金川  圭美　ほか

第１分科会 「産業振興」

第２分科会 「農業振興」

参加証等は発行しませんので、お申し込み後は当日会場へ直接お越しください。
大学駐車場は利用できませんので、公共交通機関でご来場ください。
ご記入いただいた個人情報は、当学会が適正に管理するとともに、当学会からの案内に関してのみ使用します。
※台風等緊急に開催を中止するときは、学会ホームページ及びメールマガジンによりお知らせします。

発表者所属・氏名又はグループ名 テーマ 番号
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（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構人と防災未来センター研究部
研究調査員　滝田  幸一郎

都道府県防災・危機管理部局の体制及び関連部署・関係機関等との
人事交流について

防災・減災と人口減少下の都市的土地利用のバランスの実態解明と今後の展望
～加古川市と高砂市を事例に～

災害派遣と地方公共団体の関係性の考察
関西外国語大学外国語学部
非常勤講師　北村  知史

3 災害時要援護者対応について－外国人及び高齢者－
神戸国際大学防災救命（DPLS）クラブ
明石  真奈、松本  悠希、他（DPLSクラブAグループ）

4 災害発生時の六甲アイランド内避難について神戸国際大学防災救命（DPLS）クラブ
中並  美月、足立  陸斗、他（DPLSクラブBグループ）
兵庫県立大学環境人間学部環境人間学科都市計画研究室（太田ゼミ）
前田  菜緒、雫石千代乃、藤原志帆、細見佳乃子

発表者所属・氏名又はグループ名 テーマ 番号

第３分科会 「防災・減災」

第４分科会 「地域づくり」
テーマ 
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宍粟市国際交流協会
栗山  こまよ（愛知淑徳大学　辻本  桜子） 宍粟市における「やさしい日本語」普及のための活動報告と今後の課題

観光による地域ブランディング－神戸市北区を事例として－

神戸市のインナーシティ活性化のための政策提案

鉄道と情報－車内放送から考える－神戸学院大学現代社会学部社会防災学科  安富ゼミ
北村  昌卓
関西学院大学経済学部  前田ゼミ
観光による地域ブランディング研究グループ（代表者　両部  舞）

4 淡路島の地域活性化関西学院大学経済学部  前田ゼミ
淡路島地域活性化研究グループ（代表者　大島  美帆）
関西学院大学経済学部  前田ゼミ
人口減少問題研究グループ（代表者　天野  貴文）

発表者所属・氏名又はグループ名 番号

jichigakkai@dri.ne.jp

※当日の発表順とは異なる場合があります。

※終了時間は分科会により異なります。

コーディネーター：金崎  健太郎 （武庫川女子大学経営学部教授） アドバイザー：宮口  美範（兵庫県産業労働部次長）

コーディネーター：中塚  雅也 （神戸大学大学院農学研究科教授） アドバイザー：守本  真一（兵庫県農林水産部次長）

コーディネーター：青田  良介 （兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科教授）アドバイザー：城下  隆広（兵庫県危機管理部次長）

コーディネーター：畑  正夫 （兵庫県立大学地域創造機構教授） アドバイザー：守本  豊（兵庫県新県政推進室次長（政策担当）兼企画部総合企画局長）


